











































































































































































































































































































































































































































































































ズ・フィルムThe Japanese Film: Art and Industry」を上
梓した。これは英語による日本映画に関する初の系統的
著述として海外における日本映画研究必読書とされる
が、マルセルの著作は、その3年前に刊行された日本人
以外による初の日本映画論である。
3） 日本貿易振興機構（ジェトロ）パリ事務所サイト、ジェ
トロフランス
 https: //www.jetro.go.jp/france/missions/salons.html
 https: //www.jetro.go.jp/ext_images/france/missions/
pdf/150e_anniversaire.pdf
4） 原田香織『現代芸術としての能』P. 200―204，世界思
想社、2014「エレーヌの資料は、現在、フランスの
CEEJA（アルザス欧州日本学研究所）に所蔵されている。
……『羽衣』の楽譜やエレーヌの舞台写真、マルセルの
手紙などが残っている。」
わきた・やすこ / 文化情報学部准教授
E-mail：wakita@sugiyama-u.ac.jp
